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平成30年度採用

市職員を募集

─ 市が考える「目指すべき職員像」 ─

熱意と使命感を持ち、市民とともに、
東大和の明日を拓く職員

9／24㈰第１次試験は

たがいに手をつなぎ
　市民としての責任を
　　　　はたしましょう

〔東大和市市民憲章（抄）〕

◎市では、若手職員の育成に力を入れています

公務員試験対策は不要です!

採用試験の内容

　市役所の使命は、市民サービスの向上にあります。仕事の範囲は福祉や
防災など多岐に渡っており、その専門性も高くなっています。
　では、その仕事は誰が行うのでしょうか？パソコンや機械ではありませ
ん。職員が行うのです。だから職員には、その道のプロとして知識を磨き、
アイデアを絞り、市民のために働くことが求められています。定例的な仕
事をしていれば良い訳ではありません。
　あなたの若い力で、東大和の明日を切り拓いてみませんか。「自分の暮
らす街をより良くしたい」と思う方の応募をお待ちしています。

▷募集職種等

▷問合せ　職員課・内線 1331 まで。

▷採用予定人数　いずれの職種も若干名
▷採 用 予 定 日　平成 30年４月１日付け
▷第１次試験日　９月 24日㈰　※時間、場所等は募集要項でご確認ください。
▷応 募 受 付 日　８月 25日㈮、26日㈯、28日㈪午前９時～午後５時
　　　　　　　　（８月 26日㈯の受付時間は、午前９時 30分～正午）
▷応募受付場所　市役所会議棟２階　第４・５会議室
　　　　　　　　※提出書類は本人が持参してください（郵送提出不可）。

一般事務の筆記試験は教養試験のみで、知識偏重型の従来型公務
員試験は実施しません。面接やグループワーク等の人物評価を中
心に選考しますので、「公務員試験対策はしていない」と最初から
諦めずに、ぜひチャレンジしてください。

4つの
取組み

募集要項は職員課
（市役所３階）で配布中！

あ
な
た
と
一
緒
に

　
東
大
和
の
明
日
を
拓
く

①短期ジョブローテーション
採用後は、比較的短い期間
で他部署に異動します。
若い時に、様々な仕
事を経験することで、
視野が広がります。

②メンター制度
採用後配属された職場
には、あなたをサポートす
る先輩職員（メンター）がい
ます。困ったら、何でもメン
ターに相談してください

③庁内公募制度
　市の外部組織（東京都や一
　部事務組合等）への派遣職
　　　員は庁内公募により選
　　　考します。あなたのや
　　　る気を活かします。

　　④キャリア意識の醸成
　　漠然と仕事をするのでは
　　なく、将来を見据えて仕
事と向き合うために、必要な
研修を実施し、職員の意識を
高めていきます。

職種 応募資格
一般事務 平成４年４月２日～平成８年４月１日に生まれた方

一般事務
（身体障害者）

・昭和 61年４月２日～平成８年４月１日に生まれた方
・		自力により通勤ができ、かつ介助員なしに職務の遂行が可能
な方
・		身体障害者福祉法第 15条に定める身体障害者手帳の交付
を受けている方

建築技術

・昭和 61年４月２日～平成８年４月１日に生まれた方
・次の①②のいずれかに該当する方
①	建築の専門課程を専攻し卒業した方（平成 30年３月卒業
見込みを含む）
②	建築士法に定める１級建築士または２級建築士の資格を持っ
ている方
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子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
待
望

の
夏
休
み
も
間
近
で
す
。
こ
の

時
期
は
、
自
転
車
に
よ
る
事
故

　

毎
年
７
月
、
８
月
は
熱
中
症

が
多
い
時
期
で
す
。

　

熱
中
症
は
、
死
に
至
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
で
は
熱
中
症
に
気
を
つ

け
ら
れ
な
い
乳
幼
児
が
熱
中
症

　

公
園
な
ど
で
、
犬
を
放
し
て

散
歩
さ
せ
る
、
家
庭
内
の
ご
み

を
捨
て
る
な
ど
、
迷
惑
な
利
用

い
よ
い
よ
夏
休
み
！

子
ど
も
た
ち
に
安
心
・
安
全
な
夏
休
み
を

　

夏
休
み
は
子
ど
も
に
と
っ
て
、
様
々
な
体
験
、
活
動
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

一
方
で
、
予
期
し
な
い
問
題
や
事
故
等
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
が
連
携
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

教
育
指
導
課
・
内
線
１
５
３
４
ま
で
。

等
が
多
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
、
全
て
の
方
が
交
通
ル
ー
ル

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
保
護
者

の
方
が
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◦
子
ど
も
に
こ
ま
め
に
水
分
補

給
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◦
直
射
日
光
を
避
け
、
日
陰
や

冷
房
の
効
い
た
屋
内
に
こ
ま
め

運
転
、
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁

止
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
、

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
・
安
全
確
認
）

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用※
傘
さ
し
運
転
、
運
転
中
の
携

帯
電
話
・
イ
ヤ
ホ
ン
・
ヘ
ッ
ド

ホ
ン
の
使
用
も
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
☎

042
―
566
―
０
１
１
０
へ
。

に
入
り
ま
し
ょ
う
。

◦
メ
ッ
シ
ュ
素
材
や
、
ゆ
っ
た

り
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
服
を
着
ま

し
ょ
う
。

◦
日
ご
ろ
か
ら
運
動
や
入
浴
で

汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

◦
規
則
正
し
い
生
活
を
し
ま

し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま

で
。

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
楽
し
く
、
気
持
ち
よ

く
公
園
を
使
え
る
よ
う
、
一
人

ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

◦
「
犬
の
ふ
ん
」
は
必
ず
持
ち

帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
犬
は
必
ず
リ
ー
ド
で
つ
な
い

で
散
歩
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◦
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く

だ
さ
い
。

◦
夜
遅
く
ま
で
大
声
で
騒
が
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◦
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や
た
き

火
な
ど
は
、や
め
て
く
だ
さ
い
。

◦
花
火
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◦
球
技
は
、
他
の
人
に
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
や
り
ま
し
ょ

う
。

◦
ゴ
ル
フ
は
、
危
険
で
す
の
で

や
め
て
く
だ
さ
い
。

◦
下
立
野
林
間
こ
ど
も
広
場

は
、
市
に
利
用
申
請
を
し
て
か

ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１ 

２
７
１
ま
で
。

　

世
界
の
平
和
と
安
全
を
実
現

す
る
こ
と
は
、
人
類
共
通
の
願

い
で
あ
る
と
共
に
、
崇
高
な
責

務
で
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
恒
久
平
和
を
願
っ

て
、平
成
２
年
10
月
１
日
に「
平

和
都
市
」
で
あ
る
こ
と
を
宣
言

し
ま
し
た
。
今
年
も
、
平
和
へ

の
願
い
を
込
め
て
、８
月
の「
平

和
月
間
」
に
、
平
和
に
関
す
る

様
々
な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１ 

４
２
５
ま
で
。

乳
幼
児
の
熱
中
症
に

　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

８
月
は
平
和
月
間

 

平
和
に
関
す
る

 　

催
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い

公園のマナーを
　守ってください

子どもの
交通事故を
防ぎましょう打ち水

日和
みんなで「打ち水」をしませんか？
7月20日㈭に、市役所中庭と森永乳業㈱
正門前で、打ち水を行います。
市役所では、浴衣を着て参加してくれ
た方の先着30人に素敵なグッズをプ
レゼント！
▷問合せ　環境課・内線1272まで。

江戸の知恵・東京のおもてなし

打ち水は、地面の温度を下げ、周囲の気温を下げることができます。朝や、夕方に行

うと効果的です。お風呂の残り湯や雨水などを再利用し、自宅でも打ち水をしましょう。

協賛：森永乳業㈱

「打ち水大作戦 2017」

in 東大和

7/20（木）
16：00～16：30
雨天時、翌日に延期

・スマートフォンなどの利用ルールを再度確認しましょう。

・１日１回は子どもの話を聞き、話し合いましょう。

・子どもの小さな変化を見逃さないようにしましょう。

・		子どもが出かける時は、必ず行き先、経路、帰宅時間

を確認しましょう。

・		困った時に近くの大人に助けを求めることや、110番

する方法を教えましょう。

・		危険を感じた時は、救急ハウスの看板のある家に駆け

込むように教えましょう。

・		子どものことで困ったら一人で悩まず、早めに市の相

談機関等に相談するようにしましょう。

・		暗い場所、大人の死角となる場所を確認し、樹木をせん
定するなど、地域の見通しを良くしましょう。
・顔見知りの子どもには、あいさつなどをしましょう。
・		子どもから助けを求められたら、家に入れるなど避難
させ、警察に通報しましょう。

家庭では

地域では

行事 日時 場所 内容 問合せ

多摩の戦跡パネル展 8月 1日㈫
～ 31日㈭ 郷土博物館 多摩の戦跡を撮影した写真の展示 郷土博物館☎ 042-567-4800

平和祈念・戦争資料展 8月 2日㈬
～ 17日㈭

市役所１階
入口ホール

東京空襲、旧日立航空機㈱変電所の写
真パネル等の展示 企画課・内線 1425

非核・平和図書展 8月 2日㈬
～ 21日㈪

中央図書館
桜が丘図書館
清原図書館

非核・平和に関する資料の展示・貸出
中央図書館☎ 042-564-2454
桜が丘図書館☎ 042-567-2231
清原図書館☎ 042-564-2944

戦争と平和について
考える見学会（要申込） 8月 10日㈭ 埼玉ピース

ミュージアム
小学生を対象とした、戦争と平和につ
いて考えるバス見学会 中央公民館☎ 042-564-2451

第 13回
平和市民のつどい

8月 19日㈯
　14：00～
　19：40

都立東大和南公園

・14：00から
　旧日立航空機㈱変電所特別公開
　平和文集の配布など
・17：35から
　平和コンサート、平和祈念式典など

企画課・内線 1425
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電
子
紙
芝
居
と
発
明
工
作
の

授
業
を
行
い
ま
す
。

　

夏
休
み
、
キ
ミ
も
発
明
家
に

　

老
人
福
祉
施
設
は
、
市
内
在

住
で
60
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は

そ
の
方
が
組
織
す
る
団
体
が
利

用
で
き
る
施
設
で
す
が
、
60
歳

未
満
の
方
で
組
織
す
る
団
体
で

　
「
第
41
回
6000
人
の
盆
踊
り
」

は
、
喜
多
方
市
山
都
町
内
の
各

地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
根
付
い
て
い

　

シ
ニ
ア
世
代
の
方
、
全
６
回

の
講
座
に
参
加
し
て
学
び
を
楽

し
み
、
お
友
だ
ち
を
作
っ
て
、

素
敵
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

▽
対
象
者　

60
歳
以
上
の
方

▽
定
員　

70
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
で

な
れ
る
か
も
！

▽
対
象
者　

小
学
３
年
生
～
６

年
生
（
保
護
者
同
伴
必
須
）

▽
日
時　

８
月
１
日
㈫
午
前
10

時
～
正
午

▽
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
東
大
和
寮
３
階
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ

Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

（
東
大
和
市
桜
が
丘
２
―
137
―

も
、
夜
間
で
あ
れ
ば
有
料
で
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
祝

日
（
敬
老
の
日
は
除
く
）、
12

月
28
日
～
１
月
３
日

【
60
歳
未
満
の
方
が
使
用
す
る

場
合
】

▽
対
象　

市
内
在
住
の
方
で
組

織
す
る
団
体

▽
時
間　

午
後
６
時
～
10
時

▽
使
用
料

◦
図
書
室
・
集
会
室
：
600
円

る
「
山
都
甚
句
」
の
競
演
を
行

う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
参
加
者
全

員
で
盆
踊
り
も
し
ま
す
。
日
没

か
ら
午
後
８
時
30
分
ま
で
Ｊ
Ｒ

磐
越
西
線
一
ノ
戸
川
橋
梁
に
て

鉄
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
し
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
15
日
㈫
午
後
６

時
か
ら

▽
場
所　

喜
多
方
市
立
山
都
小

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
７
月

31
日
㈪
消
印
有
効
）。

※
往
復
は
が
き
記
入
要
領

◦
往
信
面

（
表
）
〒　
　

東
大
和
市
中
央

３
―
926　

東
大
和
市
中
央
公
民

館　

行

（
裏
）
講
座
名
（
シ
ニ
ア
ク
ラ

ス
）、
申
込
者
の
郵
便
番
号
・

207-
0015

　

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
出
演
者
全
員
で
作
っ
て
い
く

音
楽
や
ダ
ン
ス
の
ラ
イ
ブ
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
音
響
設
備
の
整
っ

た
公
民
館
の
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
特
に
10
代
、

20
代
の
若
い
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
４
日
㈯
午
前
10

時
～
午
後
５
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
、

５
）

▽
定
員　

20
人
（
申
込
順
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
み　

中
小
機
構
ビ
ジ
ネ

ス
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ

ｔ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
）
担
当
☎
042

―
565
―
１
１
９
５
へ
。

◦
教
養
娯
楽
室
：
800
円

▽
問
合
せ　

各
対
象
施
設
ま
で
。

学
校
（
校
庭
・
体
育
館
）

▽
問
合
せ　

喜
多
方
市
山
都
総

合
支
所
産
業
課
☎
０
２
４
１
―

38
―
３
８
３
１
へ
。

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
喜
多
方
観
光
物
産
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.kitakata-kanko.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
所
・
電
話
番
号
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢

◦
返
信
面

（
表
）
申
込
者
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名

（
裏
）
何
も
記
入
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
１
ま
で
。

ピ
ロ
テ
ィ
ー

▽
出
演
申
込
み　

７
月
22
日
㈯

ま
で
に
中
央
公
民
館
窓
口
ま
で

※
出
演
グ
ル
ー
プ
は
申
込
順
で
、

12
団
体
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
出
演
グ
ル
ー
プ
説
明
会　

８

月
５
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
に

中
央
公
民
館

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
１
ま
で
。

羽村市自然休暇村に泊まろう！

オータムフェスティバル
　出演グループ大募集！

シニアクラスで
　　　　　学ぶ！楽しむ！

友好都市・喜多方市

6000人の
盆踊り

子ども向け
BusiNest
夏休みイベント

発明工作授業

夜なら
60 歳未満の方も

老人福祉館を
使えます

　

羽
村
市
自
然
休
暇
村
（
山

梨
県
北
杜
市
高
根
町
清
里

３
５
４
５
―
３
８
７
７
）
は
、

山
梨
県
の
清
里
高
原
に
あ
る
体

験
型
大
型
宿
泊
施
設
で
す
。
天

体
観
測
室
、
体
育
館
、
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

季
節
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
予
約
は
、
利
用

日
の
３
か
月
前
か
ら
で
き
ま

す
。
１
か
月
以
内
の
予
約
は
、

少
し
安
く
な
り
ま
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
東
大
和

市
役
所
１
階
入
口
ホ
ー
ル
や
、

地
域
振
興
課
（
市
役
所
３
階
）

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

羽
村
市
自
然
休

暇
村
☎
０
５
５
１
―
48
―

４
０
１
７
へ
。

夏休みのプラネタリウム（ 7/25 ㈫～ 8/25 ㈮ ） 郷土博物館休館日を除く

昼間の星の観察会「太陽をみよう」

夏休み特別番組「太陽系フライト」
プラネタリウムで宇宙旅行に行こう！
7/25㈫～8/4㈮の平日11：00から。

こども番組「ナナとハチ」
宇宙から落ちてきた猫の物語。土・日
曜日11：00から。8/8 ㈫～ 25 ㈮は
毎日11：00から。

夏番組「フィール ジ アース」
葉加瀬太郎が奏でるバイオリンと宇宙
に輝く地球をお楽しみください。毎日
15：00から。

燃えさかる太陽表面を観察してみませんか。
申込は不要です。時間内ならいつでもどうぞ。
日時：8/6㈰10：00～11：00
場所：郷土博物館前
※くもりや雨の場合は中止です。

特別番組「 バック トゥー ザ ムーン
フォー グッド」

月面到達レースの一番乗りは？土・
日曜日、祝日 13：00から。7/16 ㈰・
17（祝日）・8/5 ㈯・6㈰は除く。
星空さんぽ「部分月食と流れ星」
8/5 ㈯・6 ㈰ 13：00 からのみ！
この夏に見える部分月食や、ペルセウ
ス座流星群などを紹介します。

プラネタリウムの観覧料は
大人 300 円、小中学生 100 円です

企画展示

写真で見る
多摩湖竣工 90 年
今年は村山貯水池（多摩湖）が完成し
てから、ちょうど 90年。写真を中心
に工事の様子や、村での暮らし、完成
後、観光地としてにぎわいを見せる風
景、生き物などを紹介します。

期間：7/15㈯～9/3㈰

郷土博物館
☎ 042-567-4800
開館時間　09：00 ～ 17：00
毎週月曜日は休館
※ 7/17（祝日）は開館

7/18 ㈫は休館
8/15 ㈫は休館

日時 場所 内容

8月22日㈫
13：30～
15：30

新堀地区会館 フルートの二
重奏

9月5日㈫
13：00～
15：00

郷土博物館
プラネタリウ
ムの解説と世
界の夜空

9月19日㈫
13：30～
15：30

新堀地区会館 東大和市の歴
史あれこれ

10月3日㈫
時間未定 栃木県日光市 世界遺産見学

（日光東照宮）

10月17日㈫
13：30～
15：30

新堀地区会館
お医者さんの
お話を聞いて
みよう！

10月31日㈫
13：30～
15：30

新堀地区会館
スチールギタ
ー＆ピアノ＆
歌

対象施設 電話番号

老人福祉センター 042-562-3600

上北台老人福祉館 042-567-2691

南街老人福祉館 042-565-4736

向原老人福祉館 042-565-4111

清原老人福祉館 042-564-2940
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便
利
な

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
、
行

政
機
関
な
ど
が
持
っ
て
い
る
自

分
の
個
人
情
報
を
確
認
す
る
こ

と
な
ど
が
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
す
。
７
月
18
日
㈫
か
ら
下

記
の
こ
と
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

利
用
す
る
た
め
に
は
、
利
用

者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
搭
載

し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た

パ
ソ
コ
ン
な
ど
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
を
検

索
し
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
で
き
る

こ
と

◦
行
政
機
関
な
ど
が
持
つ
自
分

の
個
人
情
報
の
確
認

◦
自
分
の
個
人
情
報
が
行
政
機

関
な
ど
の
間
で
や
り
取
り
さ
れ

た
履
歴
の
確
認

◦
行
政
機
関
な
ど
か
ら
の
お
知

ら
せ
の
受
信

　

東
大
和
市
で
は
、
子
ど
も
の

予
防
接
種
や
健
診
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
の
受
信
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
お
知

ら
せ
の
内
容
を
増
や
し
て
い
き

ま
す
。

　

秋
頃
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
、
子
育
て
に
関
す
る
手

続
き
の
一
部
が
電
子
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

等
に
つ
い
て
は
企
画
課
・
内
線

１
４
２
１
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
に
つ
い
て
は
市

民
課
・
内
線
１
０
８
７
ま
で
。

　

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

を
搭
載
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
で
、
住
民
票
の
写
し
等

の
証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

▽
利
用
方
法

①
コ
ン
ビ
ニ
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
で
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
ボ

タ
ン
を
押
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
が
必

要
で
す
。

②
証
明
書
種
類
の
選
択
や
必
要

部
数
等
を
指
定
し
印
刷
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
時
間　

午
前
６
時
30
分

～
午
後
11
時（
戸
籍
証
明
書
は
、

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※
７
月
15
日
㈯
・
８
月
６
日
㈰

は
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア　

全
国
の
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
・
サ
ー
ク

ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
一

部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

用
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス

　

申
請
に
必
要
な
写
真
の
用
意

が
難
し
い
方
を
対
象
に
、
市
民

課
で
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
日
の
み
。

予
約
が
必
要
で
す
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
民

課
・
内
線
１
０
８
７
ま
で
。

市役所より安くて便利！
住民票などはコンビニで

子ども家庭支援センター
「かるがも」をご利用ください

病児・病後児保育サービス、
お迎えサービスをご利用ください

まずは登録・相談

病児・病後児保育サービス

お迎えサービス

「かるがも」のプールを楽しもう！

1 歳児親子・0 歳児親子の開放日

児童虐待を防ぎましょう

出張かるがもひろば

問合せ　☎ 042-565-3651

8月中「かるがも」のミニプールで水遊びが楽しめます。
対象　3歳くらいまでの乳幼児（保護者同伴）
日時　平日の10：00～11：50
受付　事務室受付に声をかけてください。
持物　タオル、水着、水遊び用オムツ

お子さんが病気で通園・通学できないときにお預かりするサービス
です。利用には、原則として事前登録が必要です。
・利用できる日時　平日の 08：00～ 18：00
・対象　満 6か月～小学 6年生
・保育料　1日 2,000 円
・入院が必要など重い症状のときは利用できません。

病児・病後児保育サービスを利用するとき、保護者の方がすぐにお
子さんを保育園などに引き取りにいけない場合、保育士がお子さん
をお迎えに行くサービスです。
・対象　満 6か月～未就学児
・料金　0円（保育料はかかります）

すこやか病児・病後児保育室
☎ 042-590-0415

同年齢の親子同士で交流を楽しみませんか。予約不要です。
日時　1歳児親子：7/25㈫　0歳児親子：8/3㈭
　　　時間はどちらも10：00～13：00（出入り自由）
　　　11：00からふれあい遊びを行います。
場所　子ども家庭支援センター

児童虐待は、発育の遅れ・情緒不安定など、子どもに深刻な影響を与えます。
次のようなことに気がついたら、子ども家庭支援センターまで連絡してください。
皆さんのひと言が、子どもと保護者を救うきっかけとなります。
守秘義務により、連絡者の秘密は守られます。
・子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴る声がいつも聞こえる。
・子どもの衣服や身体が極端に不衛生である。
・乳幼児を家に置いたまま保護者が外出している。
・子どものけがについて保護者が不自然な説明をする。

担当保育士が児童館や集会所に出張します。
親子で手遊びや絵本の読み聞かせ、参加者
同士の情報交換などを楽しみませんか。
育児や発達の相談もお受けします。
対象　3歳までの乳幼児と保護者

日にち 場所

8月 9日㈬ 新堀地区会館

8月 16日㈬ 芋窪集会所

8月 29日㈫ さくらがおか
児童館

8月 30日㈬ かみきただい
児童館

※	時間は各回とも10：30～
11：45

証明書の種類
手数料（1通） 発行できる

証明書の範囲コンビニ 窓口

住民票の写し 200円 300 円 本人のもの、本人と同一
世帯員のもの

印鑑登録証明書 150円 300 円 本人のもの

戸籍の全部事項証明
書・個人事項証明書 350円 450 円

本人のもの、本人と同一
戸籍のもの（東大和市が
本籍の方のみ）

戸籍の附票の写し 150円 300 円
本人のもの、本人と同一
戸籍のもの（東大和市が
本籍の方のみ）

市民税・都民税課税
（非課税）証明書 200円 300 円 本人のもの※ 1

（最新年度分のみ）

※ 1：被扶養者など申告のない方は、コンビニでは発行できません。
修正申告などで内容に変更のあった方は一定期間発行できません。

子どもの具合が悪いけど仕
事を休めない！

迎えにいって
お預かりします

お預かりします

迎えにきてください すぐに迎えにいけない

③保育室が送迎

保護者が送迎

①連絡 ②連絡

すこやか病児・病後児保育室
東大和市中央4-853-6
広沢こどもクリニック2階

すこやか病児・病後児保育室保育園など
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市
内
に
は
、
事
業
者
の
負
担

で
資
源
の
回
収
を
行
っ
て
い
る
、

リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
が
あ
り
ま

す
（
左
表
の
と
お
り
）。

　

こ
の
時
期
は
、
気
温

が
高
く
、
水
分
を
補
給

す
る
機
会
が
増
え
る
た

め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

排
出
量
が
多
く
な
り
ま

す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収

集
は
月
に
２
回
の
た

め
、
購
入
し
た
お
店
に

戻
す
か
、
リ
サ
イ
ク
ル

協
力
店
を
利
用
し
、
上
手
に
排

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
は
、
営

　

東
大
和
市
、
武
蔵
村
山
市

の
高
齢
者
宅
に
警
察
官
を
偽

り
、「
あ
な
た
の
口
座
が
犯
人

グ
ル
ー
プ
の
ア
ジ
ト
か
ら
発
見

さ
れ
ま
し
た
」「
あ
な
た
の
口

座
を
調
べ
ま
す
か
ら
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
と
通
帳
を
預
か
り

ま
す
」「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
暗
証
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ

い
」
等
と
言
っ
て
、
犯
人
が
自

宅
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通

帳
を
取
り
に
来
る
オ
レ
オ
レ
詐

　

東
大
和
就
職
情
報
室
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
簡
単
な
操
作

で
求
人
情
報
を
検
索
で
き
ま
す
。

ま
た
、
相
談
窓
口
で
は
、
就
職

相
談
や
職
業
紹
介
も
し
て
い
ま

す
。
年
齢
に
関
係
な
く
、
ど
の

　

平
成
28
年
４
月
～
平
成
29
年

３
月
の
期
間
に
お
け
る
東
大
和

市
附
属
機
関
等
の
会
議
の
公
開

状
況
に
つ
い
て
、
左
表
の
と
お

　

訪
問
し
た
業
者
に
貴
金
属
等

を
買
い
取
ら
れ
る「
訪
問
購
入
」

に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
電
話
で
「
不

用
品
な
ど
何
で
も
買
い
取
る
」

と
い
う
の
で
来
訪
し
て
も
ら
っ

た
業
者
が
、
不
用
品
よ
り
も
貴

金
属
を
売
る
よ
う
、
あ
ま
り
に

も
し
つ
こ
く
言
い
、
な
か
な
か

帰
っ
て
く
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

怖
さ
も
感
じ
て
仕
方
な
く
貴
金

　

東
大
和
市
教
育
委
員
会
委
員

に
内
野
裕
子
氏
が
第
２
回
市
議

会
定
例
会
で
の
同
意
を
受
け
て

教
育
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
、
前
委
員
の

残
任
期
間
と
な
る
た
め
平
成
29

年
７
月
１
日
～
平
成
32
年
９
月

30
日
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

教
育
総
務
課
・
内

線
１
５
１
１
ま
で
。

リサイクル協力店を
利用しましょう

欺
の
被
害
が
急
増
し
て
い
ま

す
。

　

警
察
官
が
、
皆
さ
ん
の
自
宅

に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳

を
預
か
り
に
行
く
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
、
こ
の

よ
う
な
電
話
が
あ
り
ま
し
た
ら

東
大
和
警
察
署
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
☎

042
―
566
―
０
１
１
０
へ
。

地
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
も
ご

利
用
で
き
ま
す
。
な
お
、
雇
用

保
険
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
利
用
日
時　

月
～
金
曜
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
。

▽
場
所　

東
大
和
就
職
情
報
室

（
市
役
所
５
階
）

▽
問
合
せ　

東
大
和
就
職
情
報

室
・
内
線
１
１
９
４
へ
。

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

文
書
課
・
内
線
１ 

３
２
１
ま
で
。

属
を
売
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
売
却
し
た
く
な
い
場

合
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
不
用
品
等
の
処

分
を
行
う
際
は
、
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
困
っ
た
時

は
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
・
内
線
１
７
１
３
ま
で
。

◎
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
出
し
方

　

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

は
、
商
品
を
入
れ
る
「
容
器
」

や
商
品
を
包
む
「
包
装
」
に
使

用
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で

す
。

　

収
集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
、

指
定
の
収
集
袋
に
入
れ
て
排
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
は
、
大
き
さ
に
よ

り
排
出
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

◎
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

排
出
方
法･

収
集
日
は
、
ご
み
分
別
ガ
イ
ド･

ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル

を
外
す
。
外
し
た

キ
ャ
ッ
プ
、
ラ
ベ
ル

は
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
へ

中
を
軽
く
ゆ
す
ぐ

透
明
ま
た
は
半
透
明

の
袋
に
入
れ
る
。

◦
15
㎝
未
満
の
も
の
：
可
燃
ご

み◦
15
㎝
以
上
で
指
定
収
集
袋
に

入
る
も
の
：
不
燃
ご
み

◦
指
定
収
集
袋
に
入
ら
な
い
大

き
さ
で
180
㎝
以
下
の
も
の
：
粗

大
ご
み
（
申
し
込
み
の
際
は
、

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
☎
042

―
562
―
６
５
０
０
へ
）

※
汚
れ
の
あ
る
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
可
燃
ご
み
と
し

て
、
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
生
ご
み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

◦
生
ご
み
の
水
切
り
：
生
ご
み

に
含
ま
れ
る
水
分
は
80
％
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
水
切
り
を

し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
、
ご
み

の
減
量
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
の

防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

◦
生
ご
み
に
し
な
い
：
食
材
は
、

使
い
切
る
量
を
購
入
し
、
調
理

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
材
を

長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
冷
蔵
庫
の
中
を
こ
ま
め
に

チ
ェ
ッ
ク
し
無
駄
な
食
材
が
出

な
い
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◦
生
ご
み
を
た
い
肥
化
：
市
で

は
、
生
ご
み
の
た
い
肥
化
を
促

進
す
る
た
め
、
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

の
貸
し
出
し
や
、
購
入
費
の
補

助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
ご
み
対
策
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
雨
天･

荒
天
時
の
資
源
物
収

集
　

原
則
、
ご
み
排
出
カ
レ
ン

ダ
ー
の
と
お
り
収
集
を
行
い
ま

す
が
、
紙
類
は
雨
の
場
合
、
次

回
に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
台
風
や
強
風
な
ど
で
収
集

カ
ゴ
を
置
く
こ
と
が
危
険
な
場

合
は
、
資
源
物
の
収
集
を
中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
収
集

を
中
止
す
る
場
合
は
、
ご
み
分

別
ア
プ
リ
や
広
報
車
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◎
ス
プ
レ
ー
缶
類
の
出
し
方

▽
排
出
日　

月
に
一
回
、
缶
・

び
ん
の
収
集
日

▽
排
出
場
所　

缶
・
び
ん
の
カ

ゴ
の
横

▽
排
出
方
法　

透
明
ま
た
は
半

透
明
の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▽
排
出
時
の
注
意　

必
ず
使
い

切
り
、穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。

※
風
通
し
の
良
い
屋
外
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎
有
害
ご
み
・
ス
プ
レ
ー
缶
類

が
他
の
ご
み
に
混
ざ
る
と
火
災

等
の
原
因
と
な
り
ま
す

　

有
害
ご
み
・
ス
プ
レ
ー
缶
類

は
、
決
め
ら
れ
た
日
に
、
品
目

ご
と
に
袋
に
分
け
て
排
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
水
銀
を
含
む
ご
み
に
注
意
～

電
池
は
必
ず
外
し
て
く
だ
さ
い

　

水
銀
を
含
む
ご
み
が
清
掃
工

場
に
持
ち
込
ま
れ
る
と
、
焼
却

後
の
排
ガ
ス
濃
度
に
影
響
を
与

え
、
環
境
に
負
荷
が
か
か
り
ま

す
。
水
銀
濃
度
が
高
く
な
る
と

状
況
に
よ
っ
て
は
焼
却
炉
の
停

止
に
つ
な
が
り
、
ご
み
の
処
理

を
止
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

電
化
製
品
や
お
も
ち
ゃ
等
に
含

ま
れ
る
電
池
は
必
ず
取
り
外
し

て
く
だ
さ
い
。
取
り
外
し
た
電

池
は
、
有
害
ご
み
の
日
に
排
出

し
て
く
だ
さ
い
。
炊
飯
器
な
ど

取
り
外
し
が
困
難
な
製
品
は
粗

大
ご
み
と
し
て
排
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
祝
日
の
ご
み
収
集

　

７
月
17
日
㈪
の
ご
み
収
集

は
、
ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
の

と
お
り
で
す
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

架空請求のはがきにご注意を 法務省管轄支局訴訟管理事務局センターと称する者からの架空請求はがきに関する相談が多数寄せられています。不安になっ
ても、はがきに書かれた電話番号には決して連絡せず、消費者ホットライン☎ 188 へご相談ください。

マイバッグ
資源を入れて
お買い物

【東大和市リサイクル標語】

業
時
間
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も

利
用
で
き
ま
す
。
買
い
物
へ
行

く
時
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
に
資
源

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
食
品
ト
レ

イ
な
ど
）
を
入
れ
、
買
っ
た
お

店
に
戻
す
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
の
収
集
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
各
店
舗
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
回
収
品
目
以
外
の
も
の
は
、

持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

リサイクル協力店一覧
店名（所在地） 回収品目

いなげや東大和店
（南街 5-3-1）

ペットボトル、食品トレイ、
紙パック

いなげや玉川上水駅前店
（桜が丘 3-44-32）

ペットボトル、食品トレイ、
紙パック

コープみらい上北台店
（立野 2-3-5）

ペットボトル、食品トレイ、
紙パック、アルミ缶、キャップ、
卵パック

エコスTAIRAYA奈良橋店
（奈良橋 3-546-1）

ペットボトル、食品トレイ、
紙パック、アルミ缶、スチー
ル缶、透明食品容器

マックスバリュエクスプレ
ス東大和店
（仲原 3-20-5）

ペットボトル、食品トレイ、
紙パック

カネマントーワ店
（清水 3-778） 食品トレイ、紙パック

オリンピック村山店
（上北台 2-916-8）

ペットボトル、食品トレイ、
紙パック

食品の店おおた東大和店
（新堀 2-1490-2）

食品トレイ、紙パック、透明
食品容器

イトーヨーカドー東大和店
（桜が丘 2-142-1）

ペットボトル、新聞、雑誌、本（以
上はナナコポイントを付与）、
食品トレイ、紙パック、アルミ缶、
スチール缶、キャップ

ヤオコー東大和店
（立野 3-1344-1）

ペットボトル、食品トレイ、紙
パック、アルミ缶、キャップ

やまや東大和店
（仲原 4-22-10）

ペットボトル、アルミ缶、スチ
ール缶、キャップ

ご
み
の
出
し
方

オ
レ
オ
レ
詐
欺
被
害
が
急
増

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

し
つ
こ
い

買
取
業
者
に
注
意

 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は

　
　
　

  

８
日
以
内
に

東
大
和
市

　
　

教
育
委
員
会
委
員
に

内
野
裕
子
氏
が
就
任

平
成
28
年
度

会
議
の
公
開
状
況

求
人
情
報
・
就
職
相
談
は

東
大
和
就
職
情
報
室

附属機関等の名称 開催回数 公開･非公開
東大和市まち・ひと・しごと創生会議 3 公開
事務事業評価における外部評価会議 5 公開
東大和市情報公開・個人情報保護審査会 1 公開
東大和市個人情報保護審議会 4 公開
東大和市行政不服審査会 7 非公開	※
東大和市特別職報酬等審議会 1 公開
東大和市公務災害補償等審査会 0 -
東大和市防災会議 1 公開
東大和市生活安全協議会 2 公開
東大和市国民保護協議会 1 公開
東大和市国民健康保険運営協議会 3 公開
東大和市子ども・子育て支援会議 4 公開
東大和市青少年問題協議会 4 公開
東大和市男女共同参画推進審議会 5 公開
東大和市民生委員推薦会 4 非公開
東大和市地域福祉審議会 6 公開
東大和市介護保険運営協議会 5 公開
東大和市介護認定審査会 124 非公開
東大和市障害支援区分判定審査会 12 非公開
東大和市立みのり福祉園運営協議会 2 公開
東大和市予防接種健康被害調査委員会 0 -
東大和市環境保全審議会 4 公開
東大和市廃棄物減量等推進審議会 3 公開
東大和市都市計画審議会 4 公開
東大和市街づくり審査会 0 -
東大和市地域公共交通会議 1 公開
東大和市交通安全対策審議会 4 公開
東大和市自転車等駐車対策協議会 1 公開
東大和立野一丁目土地区画整理審議会 3 公開
東大和市学校給食センター運営委員会 2 公開
東大和市社会教育委員会議 11 公開
東大和市立郷土博物館協議会 1 公開
東大和市文化財専門委員会議 1 公開
東大和市生涯学習推進計画審議会 12 公開
東大和市立公民館運営審議会 8 公開
東大和市立図書館協議会 3 公開
※ 1回公開あり。
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障害のある方のご家族のための交流会 対象　市内在住で障害のある方を介護している方／日時　7 月 21 日㈮午前 10 時 30 分～正午／場所　東大和市総
合福祉センターは～とふる／費用　無料／問合せ　東大和市総合福祉センターは～とふる☎ 042-516-3982 まで

◎
楽
し
み
マ
ッ
ス
ル
教
室

　

筋
力
向
上
を
目
的
と
し
た
マ

シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
負
荷

量
の
微
調
整
が
可
能
な
機
器
を

使
用
し
ま
す
。

▽
対
象　

65
歳
以
上
で
要
支

援
・
要
介
護
認
定
等
を
受
け
て

い
な
い
方

▽
実
施
日　

８
月
28
日
～
12
月

４
日
の
毎
週
月
曜
日（
計
14
回
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
祝
日
は
除
く
。
10
月
13
日
㈮

も
実
施
し
ま
す
。
午
前
９
時
30

◎
食
費
・
居
住
費
の
軽
減

　

施
設
に
入
所
し
た
場
合
等
の

食
費
、
居
住
費
、
滞
在
費
は
、

原
則
、
全
額
利
用
者
負
担
で
す

が
、
表
１
に
該
当
す
る
方
の
場

合
、
次
の
費
用
は
負
担
限
度
額

に
よ
る
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

◦
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医

療
施
設
の
食
費
と
居
住
費

◦
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）
の
食
費
と
滞
在
費

※
共
に
室
料
や
光
熱
水
費
相
当
。

◎
利
用
者
負
担
額
等
の
軽
減

　

次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す
る

介
護
保
険
被
保
険
者
が
、
軽
減

措
置
を
実
施
す
る
事
業
者
か
ら

対
象
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
、

利
用
者
負
担
額
、
食
費
、
居
住

費
等
が
25
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◦
世
帯
を
構
成
す
る
全
て
の
方

　

老
人
ク
ラ
ブ
と
は
、
社
会
奉

仕
活
動
、
生
き
が
い
を
高
め
る

活
動
、
健
康
増
進
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、
毎
日
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
地
域
を
豊
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
主
的

な
組
織
で
す
。

　

現
在
、
市
内
に
は
16
の
老
人

ク
ラ
ブ（
会
員
は
合
計
約
850
人
）

が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◦
社
会
奉
仕
活
動
（
地
域
・
公

園
・
公
共
施
設
等
の
清
掃
、
募

金
活
動
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
慰

問
等
）

◦
健
康
増
進
活
動（
健
康
教
室
、

分
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

▽
場
所　

東
大
和
市
ロ
ン
ド
み

ん
な
の
体
育
館

▽
定
員　

10
人

▽
講
師　

理
学
療
法
士
、
健
康

運
動
指
導
士
等

◎
い
き
い
き
運
動
プ
ラ
ス

　

転
倒
予
防
の
た
め
の
バ
ラ
ン

ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
正
し
い
歯

磨
き
の
方
法
や
口
腔
体
操
、
栄

養
改
善
に
必
要
な
知
識
等
を
学

ぶ
た
め
の
講
座
、
認
知
機
能
の

低
下
を
予
防
す
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

の
申
請
日
の
属
す
る
年
度
の
市

民
税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

◦
世
帯
を
構
成
す
る
全
て
の
方

の
平
成
28
年
中
の
年
間
収
入
総

額
が
表
２
に
掲
げ
る
収
入
基
準

額
以
下
で
あ
る
こ
と

◦
世
帯
を
構
成
す
る
全
て
の
方

の
申
請
日
現
在
の
預
貯
金
総
額

が
表
２
に
掲
げ
る
預
貯
金
基
準

額
以
下
で
あ
る
こ
と

◦
居
住
用
の
家
屋
そ
の
他
日
常

生
活
の
た
め
に
必
要
な
資
産
以

外
に
利
用
し
得
る
資
産
を
所
有

し
て
い
な
い
こ
と

◦
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

◦
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

▽
軽
減
対
象
サ
ー
ビ
ス　

①
訪

問
介
護
②
通
所
介
護
③
短
期
入

所
生
活
介
護
④
訪
問
入
浴
介
護

⑤
訪
問
看
護
⑥
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

ペ
タ
ン
ク
、
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
）

◦
生
き
が
い
を
高
め
る
活
動

（
民
謡
、
手
芸
、
囲
碁
将
棋
、

俳
句
、
料
理
教
室
等
）

◦
そ
の
他
社
会
活
動
（
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
地
域

の
夏
祭
り
へ
の
参
加
等
）

▽
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
方

▽
主
な
活
動
場
所　

右
表
の
と

お
り
で
す
。

▽
対
象　

65
歳
以
上
で
要
支

援
・
要
介
護
認
定
等
を
受
け
て

い
な
い
方

▽
定
員　

20
人

▽
日
時　

８
月
22
日
～
11
月
21

日
の
毎
週
火
曜
日
（
計
14
回
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

▽
場
所　

清
原
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
講
師　

健
康
運
動
指
導
士
、

管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
等

【
共
通
事
項
】

▽
費
用　

無
料

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
水
分
補

給
の
た
め
の
飲
み
物
、
筆
記
用

具※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

テ
ー
シ
ョ
ン
⑦
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
⑧
短
期
入
所
療
養

介
護
⑨
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
⑩
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
⑪
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
⑫

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
・
看
護
⑬
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
⑭
介
護
福
祉

施
設
サ
ー
ビ
ス
⑮
第
１
号
訪
問

事
業
⑯
第
１
号
通
所
事
業

※
①
～
⑩
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
を
、
②
と
⑭
は
地
域
密
着
型

を
含
み
ま
す
。
生
活
保
護
受
給

者
は
③
と
⑭
の
み
対
象
で
す
。

※
こ
の
軽
減
の
実
施
の
有
無
に

つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
事
業
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
軽
減
措
置
の
申
請
方
法
】

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入・押
印
し
、
高
齢
介
護
課
（
市

役
所
２
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
通
帳
の
写
し
な
ど
申
請

日
現
在
の
預
貯
金
額
が
確
認
で

き
る
書
類
（「
食
費
・
居
住
費
の

軽
減
」
は
配
偶
者
を
含
む
。「
利

用
者
負
担
額
等
の
軽
減
」
は
世

帯
員
も
含
む
）
が
必
要
で
す
。

ま
た
、｢

利
用
者
負
担
額
等
の
軽

減｣

は
平
成
28
年
中
の
収
入
が

確
認
で
き
る
書
類
も
必
要
で
す
。

前
年
に
該
当
し
た
方
に
は
市
か

ら
申
請
の
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
高
齢

介
護
課
・
内
線
１
１
３
６
ま
で
。

▽
入
会
方
法　

お
近
く
の
老
人

ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

▽
申
込
方
法　

は
が
き
に
希
望

す
る
教
室
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
高
齢
介
護

課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
高

齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
係
の
窓
口
で

も
申
込
み
で
き
ま
す
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
、
１
教

室
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。
応

　

対
象
と
な
る
世
帯
に
、
災
害

時
に
役
立
つ
家
具
転
倒
防
止
器

具
な
ど
を
無
料
で
取
り
付
け
ま

す
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方
で
構
成
す
る
世
帯
の
う
ち
、

世
帯
員
全
員
が
次
の
①
～
④
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
70
歳
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上

の
方

③
愛
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
以
上
の
方

　

市
で
は
、
寝
具
を
衛
生
的
に

管
理
す
る
こ
と
が
難
し
い
、
65

歳
以
上
の
在
宅
で
寝
た
き
り
の

状
態
等
の
方
に
対
し
て
、
寝
具

の
乾
燥
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

乾
燥
は
１
回
当
た
り
寝
具

４
枚
ま
で
、
水
洗
い
は
３
枚

ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。
詳
し

い
日
程
等
は
参
加
者
の
決
定

後
、
個
別
に
ご
案
内
し
ま
す
。

11
月
～
３
月
に
も
同
様
の
教
室

を
行
う
予
定
で
す
。

▽
申
込
期
限　

７
月
31
日
㈪

（
消
印
有
効
）

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
１
ま
で
。

※
過
去
に
こ
の
制
度
及
び
平
成

23
年
度
ま
で
防
災
安
全
課
で
実

施
し
て
い
た
事
業
に
よ
り
取
り

付
け
た
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

▽
取
り
付
け
る
器
具
等　

家
具

転
倒
防
止
用
の
「
つ
っ
ぱ
り

棒
」、
Ｔ
字
型
家
具
転
倒
防
止

器
具
、
家
具
転
倒
防
止
板
な
ど

▽
申
請
方
法　

①
の
方
は
高
齢

介
護
課
（
市
役
所
２
階
）、
②

③
④
の
方
は
障
害
福
祉
課
（
市

役
所
１
階
）
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。申
請
内
容
を
審
査
後
、

取
り
付
け
の
可
否
を
決
定
し
て

通
知
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

▽
問
合
せ　

①
の
方
は
高
齢
介

護
課
・
内
線
１
１
７
６
、
②
③

④
の
方
は
障
害
福
祉
課･

内
線

１
１
２
３
ま
で
。

▽
対
象　

一
人
暮
ら
し
ま
た
は

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
寝
た

き
り
の
状
態
ま
た
は
認
知
機
能

が
低
下
し
た
状
態
に
あ
る
方

▽
期
間　

乾
燥
は
月
１
回
、
水

洗
い
は
年
２
回

▽
費
用　

無
料

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

運
動
な
ど
で
健
康
生
活

  
介
護
予
防
教
室
に
ご
参
加
を

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
な
ど

　
　

利
用
者
の
負
担
を
軽
減

老人クラブで
充実した毎日に
約 850 人が社会貢献

老人クラブ一覧
クラブ名 主な活動地域

蔵敷長生会 蔵敷全域（芝中住宅を除く）
奈良橋長生会 奈良橋全域、中央 1～ 3丁目
高木福寿会 高木全域
清水福寿会 清水全域
南街長寿会 南街 1・2・4・5・6丁目
東友会 清原全域
幸の会 向原 3・6丁目（都営住宅）
泉くらぶ 中央 4丁目、立野 3丁目、南街 3丁目
湖畔の集い 湖畔 2丁目、多摩湖 4丁目
新堀ときわ会 新堀 2・3丁目
芝中ことぶき会 蔵敷 3丁目（芝中住宅）
新成会 新堀 1丁目
桜クラブ 桜が丘 3丁目（桜が丘団地）
桜が丘友和会 桜が丘 3丁目（桜が丘団地 16・17号棟）
湖畔いきいきクラブ 湖畔 1・3丁目
芋窪長友会 芋窪全域

無
料
で
対
象
世
帯
に

家
具
転
倒
防
止

器
具
の
取
り
付
け

寝
た
き
り
の

　
　

高
齢
者
の
方
へ

寝
具
の
乾
燥

　
　

・
水
洗
い

表 1 食費 ･ 居住費 ( 滞在費 ) に係る軽減の対象要件、軽減後の負担限度額 ( 単位 : 円 / 日 )

利用者
負担段階 対象 食費

居住費・滞在費
ユニット型個室 従来型個室

多床室
個室 準個室 介護老人

福祉施設

介護老人保健
施設、介護療
養型医療施設

第 1段階

生活保護受給者または
老齢福祉年金受給者で
世帯員全員が市民税非
課税の方

300 820 490 320 490 0

第 2段階

世帯全員が市民税非課
税で、前年の合計所得
金額と課税年金収入額
と非課税年金収入額の
合計が年間 80 万円以
下の方

390 820 490 420 490 370

第 3段階
世帯全員が市民税非課
税で、第 2 段階対象
者以外の方

650 1,310 1,310 820 1,310 370

※	配偶者が市民税を課税されているかどうかを確認し、課税されている場合に
は、負担軽減の対象外になります。世帯が同じかどうかは問いません。
※	市民税非課税世帯の方であっても、一定額を超える預貯金等の金額がある場
合は対象外になります。なお、一定額を超える預貯金等の金額とは、配偶者
がいる方は合計 2,000 万円、配偶者がいない方は 1,000 万円です。

表 2 利用者負担額軽減制度収入 ･ 預貯金基準表
世帯
構成員数 収入基準額 預貯金基準額

1人 1,500,000 円 3,500,000 円
2人 2,000,000 円 4,500,000 円
3人 2,500,000 円 5,500,000 円

4人以上
世帯構成員が
1人増すごと
に 500,000 円
を加算

世帯構成員が
1人増すごと
に 1,000,000
円を加算
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国
民
健
康
保
険
事
業（
国
保
）

は
、
対
象
と
な
る
市
民
の
皆
さ

ん
（
被
保
険
者
）
の
病
気
、
け

が
、
出
産
、
死
亡
に
対
し
保
険

給
付
を
行
う
国
民
健
康
保
険
法

に
基
づ
く
事
業
で
す
。

◎
国
保
の
被
保
険
者
の
資
格

　

国
保
の
被
保
険
者
は
、
次
の

全
て
の
条
件
に
該
当
し
な
い
方

で
す
。

◦
健
康
保
険
等
（
健
康
保
険
、

共
済
組
合
等
）
の
被
保
険
者
及

び
そ
の
被
扶
養
者

◦
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者

◦
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

※
市
内
在
住
で
、
３
か
月
を
超

え
て
日
本
に
滞
在
す
る
外
国
人

の
方
も
国
保
の
届
出
が
必
要
で

す
。
株
式
会
社
等
に
勤
務
し
て

い
る
方
は
、
健
康
保
険
の
適
用

に
な
り
ま
す
。
パ
ー
ト
な
ど
で

も
勤
務
時
間
・
日
数
等
の
要
件

に
よ
り
社
会
保
険
の
適
用
に
な

り
ま
す
。

◎
被
保
険
者
資
格
の
取
得
と
喪

失
の
手
続
き

　

国
保
の
被
保
険
者
資

格
の
取
得
と
喪
失
の
手

続
き
は
、
異
動
が
あ
っ

た
日
か
ら
14
日
以
内
に

保
険
年
金
課
（
市
役
所

１
階
）
に
世
帯
主
が
届

国民健康保険の
しくみと給付

出
を
し
て
く
だ
さ
い
（
表
１
参

照
）。

　

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
で

も
、
国
保
の
被
保
険
者
資
格
の

取
得
日
は
従
前
の
健
康
保
険
の

資
格
喪
失
日
と
な
り
、
転
入
し

た
方
は
転
入
日
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
保
税
は
資
格
を
取

得
し
た
月
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

◎
国
保
の
保
険
給
付

　

国
保
に
は
療
養
の
給
付
等
の

様
々
な
保
険
給
付
が
あ
り
ま
す

（
表
２
参
照
）。

◎
医
療
費
が
高
額
の
時

　

同
じ
月
内
の
医
療
費
（
保
険

適
用
分
）
の
自
己
負
担
が
限
度

額
を
超
え
た
時
、
申
請
を
し
て

認
め
ら
れ
る
と
、
限
度
額
を
超

え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
、

後
日
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象
者

に
は
市
か
ら
通
知
し
ま
す
。

◎
国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
を

更
新
す
る
方
へ

　

70
歳
未
満
の
国
保
被
保
険
者

で
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
は
、
７
月
31
日
が
有

効
期
限
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
以
降
、
限
度
額
適
用
認

定
証
を
継
続
し
て
利
用
す
る
場

合
、更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
を
お
持
ち

の
方
に
は
申
請
書
等
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
同
封
の
ご

案
内
を
参
考
に
し
て
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
国
保
高
齢
受
給
者
（
70
歳
以

上
75
歳
未
満
）
の
方
へ

　

国
保
被
保
険
者
が
70
歳
に
な

る
と
、そ
の
誕
生
月
の
翌
月（
誕

生
日
が
１
日
の
場
合
は
当
月
）

か
ら
国
保
高
齢
受
給
者
証
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
70
歳
の

誕
生
月
の
月
末
（
誕
生
日
が
１

日
の
場
合
は
前
月
の
月
末
）
ま

で
に
、
国
保
高
齢
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す
。
病
院
な
ど
に
か

か
る
場
合
は
、
被
保
険
者
証
と

一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
お
持
ち
の
国
保
高
齢
受

給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31

日
で
す
。
新
し
い
国
保
高
齢
受

給
者
証
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
国
保
高
齢
受
給
者
証
は
、
保

険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）
ま

た
は
市
民
セ
ン
タ
ー
に
返
却
す

る
か
、
各
自
で
裁
断
す
る
な
ど

し
て
確
実
に
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
平
成
30
年
７
月
31

日
ま
で
に
75
歳
に
な
る
方
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

す
る
た
め
、
75
歳
の
誕
生
日
前

日
が
国
保
高
齢
受
給
者
証
の
有

効
期
限
と
な
り
ま
す
。

◎
国
保
高
齢
受
給
者
証
の
一
部

負
担
金
の
割
合
と
所
得
区
分
判

定
基
準
に
つ
い
て

　

国
保
高
齢
受
給
者
証
を
提
示

し
て
病
院
な
ど
で
支
払
う
医
療

費
の
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、

１
割
～
３
割
（
国
保
高
齢
受
給

者
証
に
記
載
）
で
、
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
す
。
国
保
高
齢

受
給
者
証
に
よ
る
一
部
負
担
金

の
割
合
と
所
得
区
分
判
定
基
準

は
、
表
３
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
ら

ご
相
談
を

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加

害
者
）
の
行
為
で
、
け
が
な
ど

を
し
た
時
は
、
警
察
に
届
け
て

事
故
証
明
を
も
ら
い
、
保
険
年

金
課
へ
「
第
三
者
行
為
に
よ
る

傷
病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
国
保
で
は
、
医
療
費
を
一

時
的
に
立
て
替
え
、
後
に
加
害

者
に
請
求
し
ま
す
。

◎
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導

　

原
則
、
40
歳
～
75
歳
未
満
の

国
保
の
被
保
険
者
に
、
生
活
習

慣
病
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
さ

れ
て
い
る
内
臓
脂
肪
症
候
群

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
）
に
着
目
し
た
特
定
健
康
診

査
の
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

健
診
を
受
診
し
た
方
に
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
に
必
要
な
基
本

的
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
診
の
結
果
、
生
活

習
慣
病
に
な
り
や
す
い
と
判
定

さ
れ
た
方
に
は
、
特
定
保
健
指

導
（
動
機
付
け
支
援
ま
た
は
積

極
的
支
援
）
の
利
用
券
を
送
付

し
ま
す
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
険

年
金
課
国
民
健
康
保
険
給
付

係
・
内
線
１
０
２
１
、
ま
た
は

国
民
健
康
保
険
税
係
・
内
線

１
０
２
３
ま
で
。

表 1　届出一覧
こんな時 手続きに必要なもの

国
保
の
資
格
を

取
得
す
る
場
合

東大和市に転入してきた時 印鑑、他の市区町村の転出証明書
職場の健康保険をやめた時 印鑑、資格喪失証明書または退職証明書
子供が生まれた時 印鑑、被保険者証
生活保護廃止の時 印鑑、生活保護受給証明書

国
保
の
資
格
を

喪
失
す
る
場
合

東大和市から転出する時 印鑑、被保険者証
職場の健康保険に加入した時 印鑑、国保・職場の健康保険両方の被保険者証
死亡した時 印鑑、被保険者証
生活保護開始の時 印鑑、被保険者証、生活保護受給証明書

そ
の
他

住所、氏名、世帯主などに変更があった時 印鑑、被保険者証
被保険者証をなくした時 印鑑、身分証明書等
子供が修学で他の市町村に転出する時 印鑑、在学証明書、被保険者証

※本人が手続きされる場合は、印鑑は不要です。
※	被保険者証の交付は、郵送です。ただし、運転免許証、パスポート、マイナンバーカード等
の顔写真付きの公的身分証明書がある場合は、保険年金課（市役所1階）で交付します。

表 2　給付一覧
こんな時 このような給付が

療
養
給
付

○病気になった時
○けがをした時
○歯が痛む時 総医療費の一部〔一部負担金（未就学児は 2割、70 歳以上

75歳未満は 1割～ 3割）〕の支払いで治療が受けられます。	療
養
費

○柔道整復師の施術を受ける時

高
額
療
養
費

○医療費が高額になった時

自己負担限度額を一部負担金が超えた時、その超えた分が高
額療養費として後から支給されます。対象の方には診療月の 2
～3か月後に、世帯主宛に通知しますので申請をしてください。
※	医療機関に提示することにより、入院・外来とも窓口の支払
いが自己負担限度額までとなる「限度額認定証」があります。

療
養
費
（
後
か
ら
の
支
給
が

受
け
ら
れ
る
場
合
）

○	急病などでやむを得ず保険証を持たず
に治療を受けたり、不慮の事故などで
国保を扱っていない医療機関で治療を
受けたりした時

いったん全額自己負担となりますが、その後、保険年金課へ申
請し、東京都国民健康保険団体連合会での審査を経て、支給決
定されると、自己負担限度額を除いた額が後から支給されま
す。申請から3か月程度かかります。診療報酬明細書（レセプト）
等が必要となります。保険年金課にお問い合わせください。
※審査の結果、支給されない場合があります。
※	はり、灸については支給の対象となる疾病が限られています
（神経痛、リウマチ等）。
※医師が治療上必要と認めた証明書等が必要な場合があります。

○	はり、灸、マッサージなどの施術を受
けた時
○	医師が治療上必要と認めたコルセット
などの治療用装具代がかかった時
○海外渡航中に治療を受けた時

そ
の
他
の
給
付

○被保険者が出産した時
出産育児一時金 42万円が支給されます〔支払い先（医療機関・
本人）によって、申請時期や書類が異なりますのでお問い合わ
せください〕。

○被保険者が亡くなられた時 喪主に対し、葬祭費 5万円が支給されます。

○	人間ドック受診料の一部助成（脳ドック
を含む）

日本病院会、全日本病院協会の指定を受けた病院、独立行政法
人国立病院機構、公立病院、健康保険法に規定される保険医療
機関で人間ドックまたは脳ドックを受診した時、1人に年度で
1回に限り 23,000 円を限度に助成します。
※	受診日に満 40歳以上、納期の到来した国保税の未納がない
方が対象です。
※PET健診及び簡易な健康診断は対象外です。
※申請期限は、受診後、1年以内です。

※その他、訪問看護ステーションの利用料や重病人の入院などの移送費の一部が支給される場合があります。
（注）		申請期限は、高額療養費は診療日の属する月の翌月１日、療養費は医療費を支払った日の翌日、出産育児一

時金は出産のあった日の翌日、葬祭費は葬祭を行った日の翌日から 2年以内です。詳しくはお問い合わせく
ださい。

表 3	  一部負担金割合別の市町村民税課税所得（以下、課税所得）等
と自己負担限度額

一部負担
金の割合

区分 自己負担限度額
（1か月当たり）※5

平成 29年度
の課税所得 判定対象世帯員 収入　※ 4 外来 外来＋入院

（世帯単位）

2割
一般
※ 1

145 万円未満

14,000 円 57,600 円145 万円以上
※ 2・3

国保被保険者が2人以上 520万円未満

国保被保険者が1人 383 万円未満

3割
（現役並み
所得者）

145 万円以上

国保被保険者が2人以上 520万円以上

57,600 円
80,100 円
＋（医療費－
267,000 円 ）
× 1％国保被保険者が1人 383 万円以上

※ 1	 	平成 26年 4月 1日までに 70歳の誕生日を迎えた方は 1割となります。
※ 2	 	課税所得が 145 万円以上かつ、総所得金額等から基礎控除額を差し引いた所得が

210万円以下の場合は 2割となります。ただし、平成 27年 1月以降新たに 70歳と
なった国保被保険者のいる世帯のみとなります。申請は不要です。

※ 3	 	課税所得が 145 万円以上であっても、判定対象世帯員（同一の世帯に属する 70歳
以上の国民健康保険被保険者）の収入によって、申請をすると一部負担金の割合が 2
割となります。

※ 4	 	収入は、同一の世帯に属する 70歳以上の国民健康保険被保険者〔旧国民健康保険被
保険者（注）を含む〕の収入で判定します。

※ 5	 	平成 29年 8月診療分からの自己負担限度額です。7月診療分までの自己負担額につ
いてはお問い合わせください。

（注）		旧国民健康保険被保険者は、後期高齢者医療制度の被保険者のうち、次の①及び②
に該当する方となります。　

①	後期高齢者医療制度の被保険者の資格を取得した日まで、国民健康保険の被保険者であ
った方。
②	後期高齢者医療制度の被保険者の資格を取得した日以降、同一世帯の国民健康保険の世
帯主と同一世帯の方。
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■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

気
持
ち
が
不
安
に
な
り
、
専

門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う
か

悩
ん
で
い
る
方
及
び
そ
の
家
族

の
た
め
に
、
専
門
医
が
相
談
に

の
り
ま
す
。

　

８
月
２
日
㈬
午
前
10
時
～
正

午
（
事
前
申
込
制
）
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

■
親
子
料
理
教
室
「
夏
の
ス
タ

ミ
ナ
麺
作
り
教
室
」

　

夏
休
み
に
親
子
で
一
緒
に
料

理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
メ

ニ
ュ
ー
は
冷
や
し
担
々
麺
と
夏

ら
し
い
デ
ザ
ー
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
／
８

月
７
日
㈪
午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
／
場
所　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
／
16
組（
申
込
順
）

／
食
育
の
話
、
調
理
実
習
、
試

食
／
エ
プ
ロ
ン 

三
角
巾
、
筆

記
用
具

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

東
大
和
市
中
央
3
―
918
―
1

東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
行

※
前
立
腺
が
ん
検
診
申
込
み

2 0 7 0 0 1 562円切手
を貼付

お
知
ら
せ

自転車等利用自粛のお願い 市では、各駅周辺の公共自転車等駐輪場の整備工事を順次実施しています。工事期間中は、駐車スペースが限られますので、
自転車等利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線 1213 まで

１．申込者の住所

２．氏名（ふりがな）

３．生年月日・年齢・性別

（はがきウラ）

保

健

情 報
マップ

■
市
議
会
議
員
の
辞
職

　

平
成
29
年
６
月
19
日
、
関
野

杜
成
議
員
か
ら
市
議
会
議
長
に

議
員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
同

日
付
で
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
会
等

　

審
議
会
等
の
傍
聴
が
で
き
ま

す
（
当
日
先
着
順
）。
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

（
申
込
不
要
）。

◎
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　

７
月
25
日
㈫
午
後
７
時
か
ら

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第

７
・
８
会
議
室
／
傍
聴
者
の
定

員　

10
人
／
高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
３
６
ま
で
。

◎
地
域
福
祉
審
議
会
地
域
福
祉

部
会

　

７
月
26
日
㈬
午
後
７
時
か
ら

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第

１
・
２
会
議
室
／
傍
聴
者
の
定

員　

10
人
／
手
話
通
訳
を
ご
希

望
の
方
は
７
月
19
日
㈬
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
フ
ァ
ク
ス

042
―
563
―
５
９
３
０
）
／
福
祉

推
進
課
・
内
線
１
１
３
１
ま
で
。

◎
個
人
情
報
保
護
審
議
会

　
７
月
28
日
㈮
午
後
２
時
か
ら
／

場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
４
会

議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　

５
人

／
文
書
課
・
内
線
１
３
２
１
ま
で
。

■
児
童
館
イ
ベ
ン
ト

◎
き
よ
は
ら
児
童
館
「
ウ
ォ
ー

タ
ー
パ
ー
ク
（
水
遊
び
）」

　

８
月
１
日
㈫
午
前
10
時
15

分
～
11
時
30
分
（
天
候
不
良
の

場
合
は
２
日
㈬
に
変
更
）
／
対

象　

小
学
生
／
持
ち
物　

着
替

え
、サ
ン
ダ
ル
、帽
子
、タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
持
ち
帰
り
用
ビ
ニ
ー

ル
袋
／
き
よ
は
ら
児
童
館
☎
042

―
565
―
６
０
２
１
ま
で
。

前
立
腺
が
ん

　  

　
　
検
診

◎
な
ら
は
し
児
童
館
～
工
作
教

室
「
モ
ザ
イ
ク
フ
ォ
ト
フ
レ
ー

ム
づ
く
り
」

　

８
月
４
日
㈮
午
後
３
時
～
４

時
45
分
／
対
象　

小
学
２
年
生

以
上
／
定
員　

18
人
／
参
加
費　

20
円
／
申
込
期
間　

７
月
19
日

㈬
～
28
日
㈮
／
電
話
で
の
申
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
／
な
ら
は
し

児
童
館
☎
042
―
562
―
３
６
０
０

ま
で
。

■
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）
の
申
請
受
付
中
で
す

　

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
に
４
月
下
旬
に
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ

申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

10
月
27
日
㈮
／
提

出
先　

臨
時
福
祉
給
付
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
２
階
）・

内
線
３
９
１
０
ま
で
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
）。

■
自
主
防
災
組
織
へ
防
災
資
器

材
を
貸
与
し
ま
す

　

市
で
は
、
災
害
に
よ
る
被
害

の
防
止
及
び
軽
減
を
図
る
た

め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
主
的

に
結
成
し
た
自
主
防
災
組
織
を

対
象
に
防
災
資
器
材
を
貸
与
し

ま
す
。

対
象　

前
年
度
に
市
の
区
域
内

に
お
い
て
自
主
的
な
防
災
活
動

を
行
っ
て
い
る
組
織
／
貸
与
す

る
こ
と
が
で
き
る
資
器
材
（
１

団
体
当
た
り
の
上
限
）　

ヘ
ル

メ
ッ
ト
：
10
個
、
拡
声
器
：
３

個
、
救
助
用
具
セ
ッ
ト
（
工
具

類
）：
１
組
、
担
架
：
２
台
、

腕
章
：
10
個
、
メ
ガ
ホ
ン
：
10

個
、
ラ
ジ
オ
付
懐
中
電
灯
：
５

個
／
申
請
方
法　

所
定
の
申
請

書
に
自
主
防
災
組
織
の
構
成
が

わ
か
る
書
類
及
び
前
年
度
の
自

主
防
災
活
動
の
実
績
が
わ
か
る

書
類
を
添
え
て
防
災
安
全
課

（
市
役
所
３
階
）
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
／
防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
２
ま
で
。

■
国
民
健
康
保
険
の
保
健
事
業

の
ご
案
内

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

方
を
対
象
に
、
診
療
報
酬
明
細

書
（
レ
セ
プ
ト
）
デ
ー
タ
及
び
特

定
健
康
診
査
の
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
保
健
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
通
知

の
送
付　

特
定
健
康
診
査
の
結

果
か
ら
改
善
が
必
要
な
項
目
が

あ
っ
た
方
の
う
ち
、
医
療
機
関

を
受
診
し
て
い
な
い
方
、
生
活

習
慣
病
の
治
療
を
中
断
し
て
い

る
方
に
、
医
療
機
関
へ
の
受
診

に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
送
付
し

ま
す
／
保
険
年
金
課
・
内
線

１
０
２
１
ま
で
。

■
下
水
道
管
調
査
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
下
水
道
施
設
の
状

態
（
つ
ま
り
、
堆
積
、
損
傷
、

劣
化
等
）
の
確
認
を
目
的
と
し

て
、
定
期
的
に
下
水
道
管
の
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査

作
業
は
道
路
上
で
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
一
時
車
両
の
通
行
を

規
制
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
期
間　

７
月
下
旬
～
11
月

下
旬
／
調
査
予
定
時
間　

午
前

９
時
～
午
後
５
時
／
調
査
予
定

場
所　

中
央
１
～
４
丁
目
、
南

街
１
～
６
丁
目
、
桜
が
丘
１
・

２
丁
目
、
向
原
３
・
６
丁
目
の

各
一
部
／
下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
３
ま
で
。

■
深
夜
営
業
を
行
う
皆
さ
ん
へ

～
ル
ー
ル
を
守
っ
て
営
業
を
行

い
ま
し
ょ
う

　

飲
食
店
等
の
夜
間
・
深
夜
営

業
に
伴
う
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の

音
響
機
器
に
よ
る
騒
音
は
、
近

隣
の
方
々
に
と
っ
て
く
つ
ろ
ぎ

や
睡
眠
時
間
の
妨
げ
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
東
京
都
環
境

確
保
条
例
に
よ
り
、
午
後
11
時

か
ら
翌
日
の
午
前
６
時
ま
で

は
、
原
則
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の

音
響
機
器
は
使
用
で
き
な
い
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
深
夜
ま

で
営
業
さ
れ
る
場
合
は
、
音
響

機
器
等
か
ら
発
生
す
る
音
が
外

に
漏
れ
な
い
こ
と
な
ど
、
騒
音

防
止
対
策
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
営
業
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
詳
細
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
／
環
境
課
・
内
線
１ 

２
７
２
ま
で
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
の
方
へ

　

交
通
事
故
等
に
あ
っ
た
ら
届

出
を
（
第
三
者
行
為
の
届
出
）

　

交
通
事
故
等
第
三
者
か
ら
受

け
た
ケ
ガ
等
の
医
療
費
は
、
加

害
者
（
相
手
方
）
が
過
失
割
合

に
応
じ
て
負
担
し
ま
す
が
、
届

出
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
で

保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
自
己
負

担
分
を
除
い
た
医
療
費
を
東
京

都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
一
時
立
替
え
、
後
で
加
害
者

（
相
手
方
）
に
請
求
し
ま
す
。

診
察
を
受
け
る
際
に
は
、
事
故

に
よ
る
受
診
で
あ
る
こ
と
を
医

療
機
関
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
事
故
（
自
損
事
故

を
含
む
）
に
あ
っ
た
ら
、
必
ず

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な

書
類
（
被
害
届
等
）
は
、
事
故

の
状
況
な
ど
を
お
伺
い
し
た
う

え
で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
事

故
日
か
ら
30
日
以
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
交
通
事
故
の
場
合
、
事
故
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
警
察
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
／
保
険
年
金
課
・
内
線

１
０
２
８
ま
た
は
東
京
都
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
点
検
係

☎
03
―
３
２
２
２
―
４
４
８
２

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

ま
で
。

■
北
多
摩
西
部
消
防
署
～
「
第

67
回
は
た
ら
く
消
防
の
写
生

会
」
作
品
展

　

市
内
各
小
学
校
か
ら
選
ば
れ

た
、
入
選
作
品
を
中
央
公
民
館
２

階
北
側
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

　

７
月
21
日
㈮
午
後
１
時
～
27

日
㈭
午
後
２
時
／
場
所　

中
央

公
民
館
（
開
館
時
間
内
に
ご
覧

く
だ
さ
い
）
／
北
多
摩
西
部
消

防
署
☎
042
―
565
―
０
１
１
９

へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
夏
！
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
者
募
集

活
動
期
間　

７
月
25
日
㈫
～
８

月
31
日
㈭
の
う
ち
数
日
／
高
齢

者
・
障
害
者
施
設
、
保
育
園
等

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
／
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
料　

300

円
／
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　

７
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
、
７
月
25
日
㈫
午
前
10
時

～
11
時
30
分
、
７
月
25
日
㈫
午

後
６
時
30
分
～
８
時
、
７
月
26

日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

市
内
在
住
の
50
歳
以
上
の
男

性
／
前
立
腺
が
ん
検
診
〔
特
定

健
診
等
と
の
同
時
実
施
（
４
月

募
集
）
で
受
診
し
た
方
・
受
診

予
定
の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
〕
／
平
成
29
年
９
月
１
日
㈮

～
９
月
30
日
㈯
（
医
療
機
関
の

休
診
日
は
除
く
）
／
指
定
医
療

機
関
／
200
人
（
抽
選
）
／
問
診
、

血
液
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
検
査

【
検
診
の
申
込
方
法
】

◦
郵
送
：
は
が
き
に
下
記
の
と

お
り
記
入
し
、８
月
８
日
㈫
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
（
専
用
は
が
き
は
４
月
発

行
の
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
に

と
じ
こ
ん
で
あ
り
ま
す
）。

※
は
が
き
一
枚
に
つ
き
１
検
診

の
申
し
込
み
と
し
ま
す
（
初
め

て
の
方
優
先
）。
検
診
票
は
８

月
下
旬
頃
に
発
送
し
ま
す
。
料

（
い
ず
れ
か
の
日
程
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
参
加
で
き
な
い
場
合

は
、
活
動
で
き
ま
せ
ん
）
／
申

込
み　

東
大
和
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
☎
042

―
564
―
０
０
３
５
へ
。

金
不
足
な
ど
不
備
の
あ
る
も
の

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

◦
電
子
申
請
：
８
月
８
日
㈫
ま

で
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
窓
口
：
８
月
８
日
㈫
午
後
５

時
ま
で
に
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
検
診
の
お
申
込
み
に
関
す
る

お
問
合
せ
は
、
８
月
８
日
㈫
午

後
５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま
で
。

キリトリ線

レインボープール割引券
（東大和市）

レインボープール割引券
（東大和市）

　この割引券を切り取って公園入口の発売窓口に持参
すれば、プール料金（入園料含む）が割引となります。

コピー不可

 大人（15 歳以上） 2,500 円　→ 2,300 円
 子ども（小・中学生）1,400 円　→ 1,200 円
 幼児（4 歳以上の未就学児）500 円　→ 400 円

・ 	1 枚で 5 人まで利用できます（4歳未満の
人数は除く）。
・	ほかの割引券との併用はできません。
・	午後 2時以降はサンセットチケットをご利用
ください。
・	有効期間は平成29年7月15日㈯～9月3日㈰の
プール営業期間中です。

大人：　人・子ども：　人・幼児：　人
問合せ　同公園管理センター ☎ 042-528-1751
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□
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
（
第
48
回

市
民
体
育
大
会
参
加
行
事
）
①

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
②
人
形
劇
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
③
森
永
乳
業
㈱
工

場
見
学
（
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
）
／

７
月
21
日
㈮
～
８
月
24
日
㈭
午
前

６
時
20
分
～
６
時
45
分
（
雨
天
中

止
）
①
７
月
23
日
㈰
午
前
６
時
45

分
～
７
時
30
分
②
８
月
２
日
㈬
午

前
６
時
45
分
～
７
時
30
分
③
８
月

８
日
㈫
午
後
１
時
～
２
時
50
分
／

場
上
仲
原
公
園
芝
生
広
場
／
②
上

演
作
品
「
お
お
き
な
か
ぶ
」「
は

ら
ぺ
こ
か
い
じ
ゅ
う
」
③
40
人
／

講
①
小
坂
愛
／
問
藤
原
042
―
562
―

１
３
７
３

※
凡
例　

場
場
所
、
講
講
師
、

費
費
用
（
記
載
な
し
は
無
料
）、

入
入
会
金
、
月
月
会
費
、
持
持

ち
物
、
問
問
合
せ
、
申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
申
込
み
や
問
合
せ
は
、
記

事
の
主
催
者
へ
お
願
い
し
ま
す
。

□
市
民
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
三
多

摩
健
康
友
の
会
）
／
７
月
21
日
㈮

午
後
２
時
～
４
時
／
場
奈
良
橋
市

民
セ
ン
タ
ー
／
問
三
多
摩
健
康
友

の
会
支
部
042
―
562
―
９
７
７
７

□
川
の
清
掃
「
第
31
回
空
堀
川
の

清
掃
」（
空
堀
川
を
考
え
る
会
）
／

７
月
22
日
㈯
午
前
８
時
30
分
～
11

時
（
小
雨
決
行
。
雨
天
の
場
合
は

翌
日
へ
順
延
）
／
集
合
場
所
：
清

水
富
士
見
緑
地
／
軍
手
と
火
バ
サ

ミ
は
主
催
者
で
用
意
／
保
険
は
主

催
者
で
加
入
／
後
援
：
東
京
都
北

多
摩
北
部
建
設
事
務
所
／
協
賛
：

東
大
和
市
、
森
永
乳
業
㈱
／
問
小

倉
070
―
５
４
６
７
―
６
８
６
０

□
文
庫
連
ま
つ
り
（
文
庫
連
絡

会
）
／
幼
児
親
子
、
小
学
生
／
７

月
24
日
㈪
午
前
11
時
～
午
後
０
時

30
分
／
場
中
央
図
書
館
／
50
人
／

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う

た
、
折
紙
／
問
保
月
042
―
564
―

０
１
９
７

□
第
33
回
納
涼
祭
（
社
会
福
祉
法

人
向
会
）
／
８
月
５
日
㈯
午
後
６

時
～
８
時
30
分
／
場
向
台
老
人

ホ
ー
ム
／
盆
踊
り
、
各
種
模
擬
店
、

大
抽
選
会
／
問
向
台
老
人
ホ
ー
ム

（
肥
田
野
）
042
―
562
―
６
７
８
７

□
地
域
交
流
の
場
ま
め
家
（
ま
め

の
会
）
／
お
子
さ
ん
連
れ
も
可
／

８
月
６
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４

時
／
場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う

ま
め
／
10
人
（
申
込
順
）
／
介
護

予
防
の
集
ま
り
。
冷
た
い
お
や
つ

作
り
と
ハ
ン
ド
ベ
ル
に
挑
戦
、
麻

雀
／
費
300
円
／
申
８
月
５
日
ま
で

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め

042
―
565
―
９
７
７
８
へ

□
シ
ニ
ア
健
康
水
泳
教
室
（
水
泳

協
会
）
／
60
歳
以
上
の
市
民
で
初

心
者
・
初
級
者
／
８
月
11
日
㈷
・

12
日
㈯
・
13
日
㈰
・
19
日
㈯
・
20

日
㈰
い
ず
れ
も
午
後
４
時
～
５
時

30
分
（
１
回
～
５
回
選
択
自
由
）

／
場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の

プ
ー
ル
／
25
人
（
申
込
順
）
／
申

杉
本
090
―
１
７
３
７
―
５
５
２
８
へ

□
公
開
講
座
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
交
流
会
」（
ま
め
の
会
）
／

サ
ポ
ー
タ
ー
、
介
護
に
関
心
の
あ

る
方
／
８
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午
／
場
中
央
公
民
館
／
20
人
／

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ど
ん
な
活
動

が
で
き
る
か
考
え
ま
す
／
費
50
円

／
申
８
月
10
日
ま
で
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
042
―
565
―

９
７
７
８
へ

□
リ
ズ
ム
体
操
会
員
募
集
（
Ｍ
Ｄ

Ｒ
）
／
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
30

分
～
９
時
／
場
清
原
市
民
セ
ン

タ
ー
／
初
心
者
歓
迎
、
見
学
自
由

／
月
二
千
五
百
円
／
問
安
部
042
―

565
―
９
８
３
０

□
自
衛
官
募
集
案
内
①
自
衛
官
候

補
生
（
任
期
制
隊
員
）
②
一
般
曹

候
補
生
③
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ

ト
養
成
コ
ー
ス
）
④
防
衛
医
科
大

学
校
医
学
教
育
部
看
護
学
科
学

生
・
医
学
科
学
生
／
資
格　

①
②

は
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方
③
は

海
上
自
衛
隊
：
18
歳
以
上
23
歳
未

満
の
方
、
航
空
自
衛
隊
：
18
歳
以

上
21
歳
未
満
の
方
④
は
18
歳
以
上

21
歳
未
満
の
方
（
い
ず
れ
も
平
成

30
年
４
月
１
日
現
在
）
／
応
募
受

付
期
間　

①
年
間
を
通
じ
て
募
集

②
③
は
７
月
１
日
㈯
～
９
月
８
日

㈮
④
は
９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮
／

試
験
日　

①
受
付
時
に
お
知
ら
せ

②
は
９
月
16
日
㈯
～
18
日
㈷
の
い

ず
れ
か
１
日
③
は
９
月
18
日
㈷
④

は
看
護
学
科
：
10
月
14
日
㈯
、
医

学
科
：
10
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
／

問
防
衛
省
国
分
寺
募
集
案
内
所
042

―
324
―
１
０
１
０

□
平
成
29
年
度
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

試
験
日
時　

10
月
１
日
㈰
午
前
10

時
～
正
午
／
場
所　

青
山
学
院

大
学
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
／

受
験
手
数
料　

六
、〇
〇
〇
円
／

主
催　

東
京
都
下
水
道
局
／
申
込

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

最近の消化器がん治療

　「消化器」は消化管（食道、胃、十二指腸、
小腸、大腸）と実質臓器（肝臓、胆道、膵

すい

臓
ぞう

）からなっています。
　がんの治療は手術、抗がん剤治療、放射
線治療、緩和医療が４本柱です。がんを切
り取る手術は内視鏡治療と外科手術があ
り、消化管のがんで早期の場合は内視鏡治
療が発達してきました。体への負担が小さ
く短期間の入院で治療できます。一方、外
科手術では、胸やおなかに小さな穴をあけ
てスコープや器具を挿入してがんを切り取
る手術（胸腔鏡手術、腹腔鏡手術）が行わ
れています。進行がんの一部も対象になり、
通常の開腹手術に比べて傷口が小さく術後
の回復も早いとされています。なお、肝臓
がん、膵臓がんなど実質臓器のがんは、現
在でも開腹手術が基本です。
　抗がん剤治療は、何らかの理由で手術の
対象にならない場合や手術後の再発予防目
的で行われます。新しい薬が登場し効果を
期待できる場合が増えていますが、なかに
はとても高額なものがあり、医療の継続性
を危うくすると問題になっています。
　放射線治療は、食道がんやがんの転移に
対して行われ、技術的進歩によって放射線
をがんに集中させてまわりの正常組織への
副作用を軽減できるようになっています。
　緩和医療は、がんによる苦痛、治療に伴
う苦痛を和らげるもので、がんと診断され
た早期から対象になります。
　消化器がんの危険因子には、喫煙、飲酒、
肥満、高塩分、ヘリコバクター・ピロリ菌、
肝炎ウイルスなどがあります。日常生活の
中でこれらの因子を避け、定期的に健診を
受けましょう。早期発見、早期治療が大切
です。

公益社団法人東大和市医師会

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の

届
出
印
は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線　

１
０
４
１
ま
で
。

◎
市
税・国
民
健
康
保
険
税

土
曜
収
納
窓
口

≪今月の納期≫
納期限　７月 31 日㈪

◦固定資産税・都市計画税 　　　　第２期
◦国民健康保険税 第１期全期前納
◦介護保険料 　　　　第１期
　お問合せは、高齢介護課・内線1136まで
◦後期高齢者医療保険料 　　　　第１期
　お問合せは、保険年金課・内線1026まで

　

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

〈
一
般
書
〉

◦
孤
独
な
世
界
の
歩
き
方

村
上 

裕 

著

◦
バ
ッ
タ
を
倒
し
に

ア
フ
リ
カ
へ

前
野 

ウ
ル
ド 

浩
太
郎 

著

◦
は
じ
め
て
の
ス
ワ
ッ
グ

岡
本 

典
子 

著

◦
の
ん
き
に
生
き
る

鈴
木 

登
紀
子 

著

〈
児
童
書
〉

◦
に
い
ち
ゃ
ん
の
な
み
だ
ス

イ
ッ
チ

い
と
う 

み
く 

文

◦
こ
の
あ
い
だ
に 

な
に
が

あ
っ
た
？

　
　

佐
藤 

雅
彦
・

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス 

共
作

◦
つ
ち
づ
く
り 

に
わ
づ
く
り

メ
ス
ナ
ー
，
ケ
イ
ト 

文

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

医師会コーナー

市税・国民健康保険税はコンビ二エンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

◎
見
守
り
・
声
か
け
活
動
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

ひ
と
り
で
お
暮
ら
し
の
方

や
、高
齢
者
の
み
の
家
庭
等
へ
、

ご
近
所
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
伺
い
ま
す
。 

　

近
年
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
活
動

は
お
互
い
に
声
を
か
け
合
う
こ

と
の
で
き
る
、
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
関
心

が
あ
る
方
は
、
当
会
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
活
動
に
協
力
い
た

だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す

／
社
会
福
祉
協
議
会
☎
042
―
564

―
０
０
１
２
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
～

仕
事
の
受
注

仕
事
の
内
容　

ハ
チ
の
巣
駆

除
、
掃
除
・
洗
濯
・
食
事
作
り
、

襖ふ
す
ま・
障
子
・
網
戸
張
り
替
え
、

大
工
仕
事
、
内
装
・
電
気
工
事
、

洋
服
直
し
、
除
草
、
屋
内
外
の

清
掃
、
植
木
せ
ん
定
、
チ
ラ
シ

配
布
、パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー
ド・

エ
ク
セ
ル
）、
パ
ソ
コ
ン
周
辺
機

器
の
設
定
、
毛
筆
宛
名
・
賞
状

書
き
な
ど
、
家
庭
内
の
お
困
り

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
料
金
は
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
042
―
565
―
０
５
３
１
へ
。

書
の
配
布　

７
月
24
日
㈪
～
８
月

31
日
㈭
の
平
日
、
下
水
道
課
（
市

役
所
２
階
）
／
申
込
方
法　

必
要

事
項
を
記
入
し
、
８
月
１
日
㈫
～

31
日
㈭
の
間
に
東
京
都
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
㈱
（
千
代
田
区
大
手
町

２
―
６
―
２
）
へ
郵
送
（
当
日
消

印
有
効
）
／
問
同
申
込
先
03
―

３
２
４
１
―
０
８
１
８

□
病
気
等
で
中
学
校
を
卒
業
で
き

な
か
っ
た
方
へ
～
中
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験

　

病
気
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事

由
等
に
よ
り
、
中
学
校
を
卒
業
で

き
な
か
っ
た
方
な
ど
を
対
象
に
、

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
試
験
は
、
中
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を

認
定
す
る
た
め
に
国
が
行
う
試
験

で
、
合
格
者
は
高
等
学
校
の
入
学

資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

願
書
受
付
期
間　

８
月
21
日
㈪
～

９
月
８
日
㈮
／
試
験
日　

10
月
26

日
㈭
／
試
験
会
場　

東
京
都
教
職

員
研
修
セ
ン
タ
ー
（
文
京
区
本
郷

１
―
３
―
３
）
／
試
験
科
目　

国

語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
外
国

語
（
英
語
）
／
問
東
京
都
教
育
庁

地
域
教
育
支
援
部
義
務
教
育
課
03

―
５
３
２
０
―
６
７
５
２

ほ
ん・本・Ｂｏｏ
ｋ

ほ
ん・本・Ｂｏｏ
ｋ
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チケット発売中の自主事業

●＜公演間近！＞由紀さおり・
安田祥子コンサート 2017
　7 月 22 日㈯ 午後 3 時開演
／大ホール　全席指定／一般
6,000 円（友の会 5,500 円）。3
歳以上は有料。3 歳未満ひざ
上鑑賞は無料、座席が必要な
場合は有料。
●真夏に響けハーモニー
～岡本知高・榎本潤・東大和
少年少女合唱団～
　8 月 6 日㈰午後 4 時開演／
大ホール　全席指定／一般
3,000 円（友の会 2,500 円）子
ども 2,000 円（3 歳以上中学生
以下）／ 3 歳未満ひざ上鑑賞
は無料／出演　岡本知高（ソ

プラニスタ）、榎本潤（ピアノ）、
東大和少年少女合唱団

●スティールパンライブ！
～感じようカリブの風～
　8 月 11 日（祝日）午後 3 時
開演／小ホール　全席自由／
一般 2,500 円（友の会 1,500 円）
子ども 1,000 円（5 歳以上小学
生以下）
　カリブ最南端の楽園で生ま
れた、世界で一番、人の心を
癒やす音をお楽しみください。
新規に発売する自主事業

●三遊亭究斗のミュージカル
落語「宮沢賢治」
　9 月 9 日㈯午後 2 時開演／

小ホール　全席自由／一般
3,200 円（友の会 2,500 円）子
ども1,500 円（高校生以下）／
３歳未満のひざ上鑑賞無料／
一般発売は 7 月15 日㈯から電
話予約を、7 月 16 日㈰から窓
口販売を開始します／終演後
に友の会会員限定＜トーク &
交流会＞を開催。詳細はお問
い合わせください。

ロビーコンサート

●第 197 回ロビーコンサート文
月「東大和の音楽家たち　パ
ート28」
　7 月 26日㈬正午開演／入場
無料

8 月の施設利用の申込み

施設名 申込対象月
大・小ホール 平成30年８月
その他施設 平成30年２月

　市民を対象とした調整会議
は、８月１日㈫午後１時 30 分
から行います。

▶
岡
本
知
高（
ソ
プ
ラ
ニ
ス
タ
）

古紙含有率70％再生紙を使用しています

 東大和市民会館
	ハミングホール
窓口販売：午前9時～午後8時30分
電話予約：午前9時～午後5時

☎ 042-590-4414

■
国
民
年
金
は
60
歳
以
降
で
も

加
入
で
き
ま
す

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本

に
住
所
を
有
す
る
方
は
、
被
用

者
年
金
制
度
の
被
保
険
者
ま
た

は
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受

け
ら
れ
る
方
を
除
い
て
、
国
民

年
金
の
被
保
険
者
に
な
り
、
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
、
65
歳

か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
年
金

受
給
権
は
25
年
以
上
（
平
成
29

年
８
月
以
降
は
10
年
）
保
険
料

の
納
付
・
免
除
若
し
く
は
合
算

対
象
（
カ
ラ
）
期
間
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
受
け
取
る
年
金
額

は
、
保
険
料
の
納
付
・
免
除
期

間
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
年

金
受
給
権
を
満
た
し
て
い
な
い

方
、
ま
た
は
未
納
期
間
や
未
加

入
期
間
が
あ
り
、
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、
60
歳
以
降
の

申
出
さ
れ
た
月
か
ら
65
歳
到
達

月
の
前
月
ま
で
高
齢
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
65
歳
に
な
っ
て

も
年
金
受
給
権
を
満
た
し
て
い

な
い
方
は
、
70
歳
到
達
月
の
前

月
ま
で
の
期
間
で
年
金
受
給
権

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
場
合

は
特
例
高
齢
任
意
加
入
に
よ
り
、

加
入
期
間
を
延
長
で
き
ま
す
。

■
日
本
年
金
機
構
等
の
職
員
を

名
乗
る
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
　

全
国
各
地
で
、「
日
本
年
金

機
構
」
や
「
年
金
事
務
所
」、「
厚

生
労
働
省
」、「
市
役
所
」
な
ど

の
職
員
と
称
し
て
、
現
金
を
請

求
し
た
り
、
銀
行
口
座
等
を
聞

き
出
す
な
ど
、
不
審
な
電
話
や

訪
問
が
あ
っ
た
と
い
う
問
合
せ

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
個
人
情
報
が
漏
れ
て
お
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
デ
ー
タ

を
削
除
す
る
た
め
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
預
け
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
口
座
か
ら
現

金
が
引
き
出
さ
れ
た
事
例
等
が

あ
り
ま
す
。
年
金
事
務
所
等
の

職
員
が
、
電
話
で
銀
行
の
口
座

番
号
を
聞
い
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
指
示
す
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
届
出

や
申
請
の
手
数
料
と
称
し
て
現

金
を
請
求
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
年
金
事
務
所
等
の
職
員

を
名
乗
っ
た
訪
問
や
電
話
で
不

審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ

の
場
で
対
応
す
る
こ
と
な
く
、

年
金
事
務
所
及
び
警
察
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
金

事
務
所
の
職
員
が
訪
問
す
る
際

は
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
こ
こ
に
ご
注
意
》

　

現
在
、「
社
会
保
険
庁
」や「
社

会
保
険
事
務
所
」
の
組
織
は
存

在
し
ま
せ
ん
。
平
成
22
年
１
月

１
日
に
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５

※
050
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は
、

03
―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

▽
受
付
時
間

◦
月
～
金
曜
日
：
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

◦
第
２
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

：
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

▪
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
☎
042
―
523
―
０
３
５
２
ま

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

“うまべぇ”の出没情報
■第 88 回都市対抗野球大会協賛物産展
▷	日時　7月16日㈰～18日㈫午前9時～午後6時
▷	場所　東京ドームメーンゲート22番前広場など
■打ち水日和～江戸の知恵・東京のおもてなし～
▷	日時　7月20日㈭午後4時～4時 30分
▷	場所　東大和市役所中庭
▪以上の問合せは、産業振興課・内線1074まで。

広
　
告

　
国
民
年
金

　
　
　
だ
よ
り

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
TEL	042-528-1611（代）へ

市民記者
レポート

市内で採れる野菜・果物　地産地消へ

　先月、市報でトウモロコシ狩り体験の募集の記事
があったので、申し込みの電話をしたところ、すでに
定員に達しているとのことでした。そのことを子供た
ちに伝えると残念がっていましたが、興味を示してく
れたことに微笑ましい気持ちにもなりました。農業の
体験は、子供たちの食への関心や感謝の気持ちが育
まれるきっかけにもなり、地産地消の大切さを学べる
貴重な機会だと思います。
　我が家でも以前、農業体験農園に参加し農家の方
から、土の種類のことや野菜に合った畝（うね）のつ
くり方、種のまき方、水やり、間引き等々教えていた
だきました。鍬（くわ）やスコップ・支柱などの農具
も用意して下さっているので、初心者でもすぐに始め
られ、おいしい野菜がつくれます。種から実になる過
程のワクワク感やもぎたての野菜を食べながら至福の
ひとときを過ごせます。
　現在、東大和市でも都市化が進んで農地面積が減
少するとともに、後継者も不足しているそうです。そ
こで、市では地産地消型都市農業の推進を目指して、
野菜の収穫体験や多摩湖梨の品評会、産業まつりで
の野菜で作られた宝船の展示など、さまざまなイベン
トに取り組んでいます。また市内には、農産物直売農
家が 51 か所あり、直売所ごとに特徴があります。そ
れぞれの直売所にはだいこん、じゃがいも、小松菜
やほうれん草が並び、梨・栗・みかんなどが置かれ
ているところもあります。
　この夏のおすすめは、じゃがいもです。ほくほくし
た食感の男爵、キタアカリという品種が主で、じゃが
バターなど多くのレシピに最適です。みなさんもお散
歩をかねて、朝採りの新鮮野菜を買いに直売所巡り
に出かけてみませんか。

（市民記者 黒澤美香）


